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1．はじめに 

近年，日本の魚類に適した魚道の開発が進められてきた．堰堤など高低差の大きな箇所

に設置する魚道形式としては，階段式の折返し型魚道形式が開発されたが設置に要する面

積が広いため平面上で円形となる螺旋構造の魚道が開発された．この形式は一定方向に旋

回する流れに加速現象が生じ，魚類が遊泳または突進できないため，魚道として機能しな

い結果が和田（2000，2003）により報告されている．  

２．「たて型壁面魚道」の特長 

このような変遷過程において確認された幾つかの 

課題を解決する構造を検討し考案された「たて型壁 

面魚道（Fig.1）」は新たな魚道形式のひとつとして 

注目できる.その特長は 1）螺旋形状ではなくＳ字形 

状とし越流部は既に効果が確認されている棚田式魚 

道（馬渕ら，2003）と同様のスリット付きプール壁 

形式として（Fig.2）プール水深も 20 ㎝程度とし回 

転流や土砂の堆積を防止する．2）魚道は左右の「 

折返し部」と中間の「掛樋部」から成り「掛樋部」 

の取付け角度対応スライド機能により壁面勾配の変 

化にも対応できる．3）本体を鋼製化して魚道の複雑 

な加工を容易にし軽量化にも成功した．4）建設コス 

トの縮減も達成した．5）設置箇所は対象堰堤の下流 

側壁面に直接取付ける構造（Fig.3）とし上り口を堰  
堤直下に設けた．6）各部材は単独で壁面に取付ける  
ため，上層の荷重は下層の魚道部に掛らないため何十  
層に連続した魚道構造も可能となる．   
３． アユの遡上実験 

養殖アユ体長 12 ㎝～14 ㎝を 114 匹使用し実施した． 

動きが活発になって 4 時間後に最上段の折返し部以上 

まで到達していたアユは 102 匹に達し比率で 89.5％となった（Table 1）． 

４. アマゴの遡上実験 

「たて型壁面魚道」の設置箇所としてアマゴが生息する山間部の堰堤が想定されるため， 

 

Fig.1 Ｓ字形状の「たて型壁面魚道」の構造
Structure of "Ｈeight style wall fish way" of 
S character form    

Fig.2  鋼製の曲面スリット部  
Curved surface slit departmentof 

    steelwork 
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養殖のアマゴを 99 匹使用して実施した.動きが活 

発になって 2 時間後，最上流部に到達したアマゴ 

は 93 匹（93.9％）であった． 

５．水理実験（流速測定）の目的 

 水理実験により特に求めるものは，遡上箇所と 

なるスリット部と流速が下流に行くに従い加速し 

ていないか，それが魚類の遡上・休憩に適した範 

囲であるかの確認である．泳ぎが得意な魚の突進 

速度は一般的に体長(ＢＬ)の 10 倍と言われている 

(中村：1995)．遡上経路となるスリット部の平均 

流速は 56.6 ㎝ /ｓ（Table 2）．対象魚の体長を平均 

12 ㎝～13 ㎝とし安全側に見た 10 倍としても 120 

㎝～130 ㎝ /ｓの突進速度が予想されるので遡上に 

適した流況であることが確認できた．また，スリ 

ット部の流下量は「たて型壁面魚道」の上流側か 

ら魚道内に流入させる流量算出の目安になる． 

６．折返し部の流速測定結果について 

本魚道はＳ字形状としたことを特長としている． 

折り返し部の流入部の平均流速 16.8 ㎝ /ｓ，流出 

部の平均流速 12.0 ㎝ /ｓであり 28.6％減速させる 

成果が表れている．螺旋構造の魚道の下流に向か 

うに従って流れが加速し魚道として機能しない流 

況になる課題を解決した新型魚道と評価できる. 

７．まとめ 

堰堤より下流側の離れた位置に上り口が設けられ，そこから何回もスイッチバックしな

がら高度を上げて堰堤上流側の魚道出口に到達する旧来魚道の形式と比べて，「たて型壁面

魚道」は堰堤の壁面に直接取り付る方法は堰堤直下に上り口を設けることができるなどの

特長がある．材質を鋼製にしたことにより複雑な形状も加工が容易になり，コンクリート

製と比較しても軽量化にも成功し，併せてコスト縮減も達成している．今回の遡上実験や

水理実験の結果により魚道としての機能が良好であると確認された．本魚道の上り口と，

90 度の扇形に広げた棚田式魚道と組み合わせることで，一層の遡上効率の向上が図れる．

今後は，本魚道が現地に設置された後に，遡上調査並びに流速測定などの追跡調査を実施

し生態水理学的に本魚道の機能を研究していきたい． 
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Table 1  アユの実験結果  
The experiment result of  
the sweetfish    

Table 2  スリット部の測定結果表  
The measurement result of slit  
department   

Fig.3  壁面魚道 側面図と正面図
Side view and front figure of"
Ｈeight style wall fish way" 


